
～ 2026年　1月　31日

（対象者数） 3 （回答者数） 2

～ 2026年　2月　11日

（対象者数） 3 （回答者数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・異年齢の子ども同士の関わり方を意識できるように支援を
行います。
・子ども自身の自主性や主体性を導き出せるよう支援を行い
ます。

2
・発達や特性に応じてスペースの確保や有効活用を継続して
いきます。

3
・スタッフ全員が同様の対応ができるように共通理解に努め
る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・全体で開催されるイベントの場において、交流の機会を設
ける。

2 ・実施日について検討していく必要がある。

3 ・ニーズがあった際に検討していく。

・一人ひとりの特性やニーズに合わせた支援。

・興味関心が持てる内容設定を行い、参加意欲を高めていま
す。
・取り組みに対して難しいと感じ取ることがないよう、分かり
やすく楽しい雰囲気作りを心掛けています。

・子どもたちの活動に合わせた空間となっているか。

・設備が大人用であったり個々に体格差があったりするため、
場面に応じて踏み台やキッズチェアーを使用しています。
・活動に合わせて部屋の広さを調整する、別室を使用すること
ができます。

・日頃から子どもの発達状況を保護者と伝え合い、子どもの発
達状況や課題について共通理解を持っているか。

・利用時の連絡帳への記入、送迎時、懇談の場面で伝え合い共
通理解に努めている。

・保育所や認定こども園、幼稚園との交流やその他地域で他の
子どもとの交流する機会があるか。

・活動時間内に交流する機会を設けることが難しい。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・父母の会の活動支援や保護者会等の開催が難しい。 ・駐車スペースの確保や日程調整が困難。

・避難訓練の実施についての周知。
・事業所内訓練への参加は調整が可能であるが、平日のみ利用
の方が多いため体験型訓練との調整が困難。

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　11日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 わかば四日市なかがわら

○保護者評価実施期間 2026年　1月　10日

○保護者評価有効回答数

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表



～ 2025年　1月　31日

（対象者数） 22 （回答者数） 18

～ 2026年　2月　7日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・成⾧の必要に応じた目標設定の見直しを行い、家庭での支
援と事業所の支援が連動するよう努める。

2 ・更に機能的に使用できるよう工夫していく。

3
・スタッフ全員が同様の対応ができるように共通理解に努め
る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・全体で開催されるイベントの場において、交流の機会を設
ける。

2
・時期的に行う以外にも短期・⾧期休暇に実施を行い、全利
用者様に参加していただく。

3 ・ニーズがあれば検討していく。

○事業所名 わかば四日市なかがわら

○保護者評価実施期間 2026年　1月　10日

○保護者評価有効回答数

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　11日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他の子どもと
活動する機会があるか。

・交流の機会を設けることが難しい。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・父母の会の活動支援や保護者会等の開催が難しい。 ・駐車スペースの確保や日程調整が困難。

・避難訓練の実施についての周知。

・事業所内訓練だけではなく、防災センターでの体験や見学、
消防署での体験訓練を実施しているが、訓練開催日と利用日が
異なるため全利用者様に参加していただくことが難しい。

・一人ひとりの特性やニーズに合わせた支援。

・子どもたちの意見を尊重しながら、特性や性格・興味に合わ
せた内容を意識している。
・目標達成を褒める、みんなで喜び合うことで自己肯定感をよ
り高める工夫をしている。

・子ども達の活動に合わせた空間になっているか。
・学習、調理、活動とそれぞれ広いフロアがあるため、成⾧や
特性、好みに合わせフロアを分けて有効活用している。

・日頃から子どもの状況を保護者と伝えあい、子どもの発達状
況や課題について共通理解を持っているか。

・利用時の連絡帳への記入、送迎時、懇談の場面で伝えあい共
通理解に努めている。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


